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甲
午
改
革
期
以
後
の
朝
鮮
に
お
け
る
権
力
構
造
に
つ
い
て

朝
鮮
王
朝
中
期
、

キ官

ノ'.、
ノ口'

憲

お五四三二ーは

じ

め

に

分
析
の
針
象
と
方
法

甲
午
改
革
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
汲
別
姓
氏
別
構
成

露
館
播
還
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
汲
別
姓
氏
別
構
成

濁
立
協
令
改
革
運
動
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
汲
別
姓
氏
別
構
成

皇
帝
専
制
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
汲
別
姓
氏
別
構
成

わ

り

に
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は

じ

め

閥
と
い
う
二
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
王
朝
の
減
亡
ま
で
績
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
局
の
大
き
な
饗
動

一
五
七
五
年
の
薫
争
の
開
始
以
降
に
お
け
る
諸
政
権
の
権
力
構
造
、
と
く
に
政
権
上
層
部
の
構
成
の
あ
り
方
は
黛
振
と
門

に
よ
っ
て
時
期
匝
分
し
た
上
で
、
各
時
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
政
権
の
性
格
と
政
治
過

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、

程
を
考
察
す
る
前
提
で
あ
り
、
き
わ
め
て
基
礎
的
な
研
究
と
い
え
る
。

一
九
世
紀
の
朝
鮮
に
お
け
る
権
力
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
大
院
君
政
権
期
(
一
八
六
四
年
一
月
l
一



(
1
)
 

八
七
三
年
一
一
一
月
)
・
間
氏
政
権
期
(
一
八
七
三
年
三
一
月
1
一
八
九
四
年
七
月
)
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成
を
分
析
し
て
き
た
。

分
析
の
結
果
、
得
ら
れ
た
結
論
は
、
大
づ
か
み
に
言
、
っ
と
、
次
の
二
貼
で
あ
る
。

(一)

大
院
君
政
権
期
に
は
、
弱
小
黛
汲
で
あ
る
南
人
・
北
人
の
登
用
が
園
ら
れ
た
が
、
議
政
・
判
書
就
任
者
数
に
お
い
て
は
老
論
は
五
六
・

八
%
を
占
め
、
老
論
の
優
位
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。

一
九
世
紀
初
め
か
ら
半
ば
に
か
け
て
権
力
を
握
っ
た
外
戚
家
門
、
老
論
の
安
東
金
氏

の
勢
力
を
抑
え
る
こ
と
も
固
ら
れ
た
が
、
外
戚
家
門
の
勢
力
は
維
持
さ
れ
た
。

(二)

(
3
)
 

閑
氏
政
権
期
に
は
、
新
た
な
外
戚
家
円
で
あ
る
老
論
の
騒
興
関
氏
の
勢
力
が
急
速
に
増
大
し
、
老
論
優
位
盟
制
は
極
大
に
達
し
た
。
閑

氏
政
権
後
宇
期
(
一
八
八
四
年
一
一
一
月
l
一
八
九
四
年
七
月
)
の
議
政
・
判
書
就
任
者
総
数
は
一
二
二
名
で
あ
る
が
、
そ
の
黛
祇
別
構
成
は
老

論
九
六
、
少
論
二
二
、
南
人
六
、
北
人
四
、
宗
室
三
で
あ
り
、
比
率
を
計
算
す
る
と
老
論
七
三
・
三
%
、
少
論
一
六
・
八
%
、
南
人
四
・

六
%
、
北
人
三
・
一
%
と
な
っ
た
。
政
権
の
最
上
層
部
の
議
政
・
判
書
就
任
者
に
お
い
て
老
論
は
七
割
以
上
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
議
政
・
判
書
就
任
者
の
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
擁
興
関
氏
二
一
、
老
論
の
全
州
李
氏
一
一
、
老
論
の
安
東
金
氏
八
、
老
論

101 

の
光
山
金
氏
六
、
老
論
の
豊
壌
超
氏
五
、
老
論
の
楊
州
超
氏
四
、
老
論
の
青
松
沈
氏
四
と
い
う
よ
う
に
、
老
論
が
上
位
六
位
ま
で
を
濁
占

(
4
)
 

し
た
。

以
上
の
よ
う
な
大
院
君
政
権
期
・
閲
氏
政
権
期
の
政
権
上
層
部
の
構
成
に
閲
す
る
分
析
に
績
い
て
、

一
八
九
四
年
七
月
の
閑
氏
政
権
倒
壊
・

開
化
祇
政
権
成
立
か
ら
一
九

O
四
年
二
月
の
日
露
戦
争
開
始
直
前
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
構
成
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の

課
題
で
あ
る
。

一
八
九
四
年
七
月
の
日
本
軍
に
よ
る
王
宮
占
領
に
よ
っ
て
、
閤
氏
政
権
は
倒
さ
れ
、
代
わ
っ
て
開
化
抵
政
権
が
成
立
し
、
開
化
汲
政
権
の
下

で
一
八
九
六
年
二
月
ま
で
の
聞
に
贋
範
な
範
圃
に
及
ぶ
内
政
改
革
(
甲
午
改
革
)
が
賓
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、

一
八
九
六
年
二
月
の
王
(
常
時
の
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正
式
呼
栴
は
大
君
主
)
の
ロ
シ
ア
公
使
館
避
難
(
露
館
播
逗
)
の
結
果
、
開
化
振
政
権
は
倒
さ
れ
、
親
露
祇
中
心
の
政
権
が
成
立
し
、
甲
午
改
革

一
八
九
六
年
七
月
に
結
成
さ
れ
た
猫
立
協
舎
が
一
八
九
八
年
に
反
露
闘
争
・
国
政
改
革
運
動
を
展
開
し
た
が
、
皇
帝

は
挫
折
し
た
。
績
い
て
、
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(
5
)
 

高
宗
と
守
奮
抵
勢
力
に
よ
っ
て
弾
匡
・
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
濁
立
協
舎
の
支
舎
が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
一
八
九
九
年
一
月
以
降
は
、
皇
帝
に
権
力

が
集
中
し
、
皇
帝
と
宮
中
に
基
盤
を
置
く
側
近
勢
力
が
、
日
露
の
封
立
が
し
だ
い
に
深
ま
る
中
で
濁
立
維
持
の
た
め
の
諸
政
策
を
展
開
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
内
政
の
推
移
を
ふ
ま
え
て
、
甲
午
改
革
期
以
後
を
四
つ
の
時
期
に
直
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
政
権
上
層
部
の

黛
一
淑
別
姓
氏
別
構
成
は
ど
の
よ
う
に
間
相
先
遣
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
間
氏
政
権
期
と
比
較
し
て
、
そ
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
検
討
す

る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
、
甲
午
改
革
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
宮
内
府
の
機
構
が
掻
大
し
、
上
層
の
官
職
を
多
く
設
置
し
た
こ
と
が
果
た
し
た

役
割
に
つ
い
て
、
宮
内
府
上
層
部
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
を
通
じ
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、

一
八
九
九
年
に
設
置
さ
れ
た

統
帥
機
関
で
あ
る
元
帥
府
に
つ
い
て
も
、
そ
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

分
析
の
封
象
と
方
法

""' 一
'-' 

甲
午
改
革
期
以
降
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
範
園
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閤
氏
政
権
期
以
前
の
政
権
上
層
部
は
、
議
政
府
及
ぴ
六
曹
(
吏
曹
・
兵
曹
・
戸
苗
口
・
櫨
曹
・
刑
曹
・
丁
一
苗
日
)
の
堂
上
を
中
心
と
し
て
い
た
。
甲
午

改
革
の
重
要
な
一
環
と
し
て
、
新
し
い
行
政
機
構
が
創
出
さ
れ
、
ま
た
救
任
官
・
奏
任
官
・
判
任
官
の
制
度
が
導
入
さ
れ
、
官
等
が
定
め
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
権
上
層
部
の
範
園
も
従
来
と
は
異
な
っ
た
形
で
一
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
八
九
四
年
七
月
二
七
日
に
金
弘
集
が
領
議
政
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
軍
国
機
務
慮
が
設
置
さ
れ
て
改
革
を
立
案
し
推
進
し
た
。
八
月
一

五
日
賓
施
の
官
制
改
革
に
よ
っ
て
、

一
五
世
紀
初
め
以
来
の
議
政
府
・
六
曹
を
中
心
と
し
た
瞳
制
に
代
え
て
、
議
政
府
と
八
街
門
(
内
務
・
外

務
・
度
支
・
軍
務
・
法
務
・
印
字
務
・
農
商
・
工
務
)
を
中
心
と
し
た
新
瞳
制
を
護
足
さ
せ
た
。
ま
た
首
都
の
警
察
行
政
を
捨
賞
す
る
機
関
と
し
て
、

従
来
の
左
遺
・
右
遺
捕
盗
膳
に
代
え
て
警
務
膳
を
置
い
た
。
さ
ら
に
宮
中
の
事
務
を
管
掌
す
る
機
関
と
し
て
宮
内
府
を
新
設
し
た
。
こ
の
官
制

改
革
と
同
時
に
、
救
任
官
・
奏
任
官
・
判
任
官
の
制
度
が
導
入
さ
れ
、
政
権
の
上
層
部
の
官
職
は
救
任
官
と
さ
れ
た
。

一
八
九
五
年
四
月
二
五



日
の
官
制
改
革
に
よ
っ
て
、
議
政
府
は
内
閣
と
改
め
ら
れ
、
八
街
門
は
七
部
(
内
部
・
外
部
・
度
支
部
・
軍
部
・
法
部
・
向
学
部
・
農
商
工
部
)
に
改

編
さ
れ
た
。

一
八
九
五
年
四
月
二
五
日
に
官
等
が
設
け
ら
れ
た
(
救
任
官
は
一
等
か
ら
四
等
、
奏
任
官
は
一
等
か
ら
六
等
)

0

従
来
は
官
僚
の
序
列
づ

け
は
品
階
(
正
一
品
大
匡
輔
凶
崇
蔽
大
夫
、
従
二
品
嘉
著
大
夫
な
ど
)
に
よ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
官
等
の
制
定
以
降
は
現
職
官
僚
に
つ
い
て
は

官
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

官
制
改
革
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。

一
八
九
六
年
九
月
一
一
一
一
一
日
に
議
政
府
官
制
が
頒
布
さ
れ
、
内
閣
は
議
政
府
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
議
政

府
・
七
部
の
瞳
制
は
、

一
九

O
七
年
六
月
一
四
日
に
議
政
府
が
再
び
内
閣
に
改
め
ら
れ
る
ま
で
績
い
た
。
た
だ
し
、

一
九

O
O年
六
月
一
六
日

に
警
務
一
聴
が
警
部
に
昇
格
し
、

一
九

O
二
年
九
月
七
日
に
底
止
さ
れ
て
警
務
躍
が
復
活
す
る
ま
で
の
二
年
聞
は
、
警
部
を
含
む
八
部
の
睦
制
と

な
っ
た
。

議
政
府
・
八
街
門
瞳
制
の
時
期
に
は
、
議
政
府
に
総
理
大
臣
(
一
止
一
品
)
、
左
賛
成
・
右
賛
成
(
従
一
品
)
、
都
憲
(
従
二
日
間
)
が
置
か
れ
、

J¥ 
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街
門
に
大
臣
(
従
一
品
)
、
協
排
(
次
官
。
壁
一
品
)
が
置
か
れ
た
。
内
閣
・
七
部
瞳
制
の
時
期
に
は
、
内
閣
に
総
理
大
臣
(
救
任
官
一
等
)
、
内
閣

総
書
(
救
任
官
三
等
ま
た
は
四
等
)
、
七
部
に
大
臣
(
救
任
官
会
生
寸
)
、
協
訴
(
救
任
官
二
等
)
が
置
か
れ
た
。
都
憲
・
内
閣
総
書
は
、
議
政
府
ま
た

は
内
閣
の
書
記
官
長
格
の
官
職
で
あ
る
。

一
八
九
六
年
九
月
の
議
政
府
官
制
で
は
議
政
府
に
議
政
(
救
任
官
一
等
)
、
賛
政
(
救
任
官
一
等
、
専
任
五
名
)
、
参
賛
(
救
任
(
円
三
世
寸
)
、
各
部
大

臣
(
救
任
官
一
等
)
を
置
き
、
各
部
大
臣
は
賛
政
を
品
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
九
八
年
六
月
一
八
日
の
議
政
府
官
制
改
正
に
よ
っ
て
、

参
政
(
救
任
官
一
等
)
が
置
か
れ
、
議
政
不
在
の
と
き
に
首
班
の
役
割
を
呆
た
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
議
政
府
・
内
閣
、
街
門
・
部
の
構
成
を
ふ
ま
え
て
、
政
府
の
上
層
部
に
つ
い
て
は
、
大
臣
(
総
理
大
臣
・
賛
成
・
参
政
・
賛
政
、
各
街
門

大
臣
・
各
部
大
臣
)
、
協
緋
等
(
協
灘
、
都
憲
・
内
閣
線
書
、
議
政
府
参
賛
)
の
二
層
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ

し
、
①
「
大
臣
」
に
つ
い
て
は
、

一
九

O
O年
一
一
月
二
五
日
に
新
設
さ
れ
た
通
信
院
の
長
官
で
あ
る
抱
緋
は
救
任
官
一
等
で
各
部
大
臣
と
同
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格
で
あ
っ
た
の
で
、
通
信
院
抱
塀
も
含
め
る
。
②
「
協
塀
等
」
に
つ
い
て
も
、
警
務
使
(
盤
一
日
務
臆
の
長
官
。
救
任
宣
二
生
寸
)
、

一
八
九
六
年
八
月
四
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日
の
地
方
制
度
改
正
で
首
都
漢
城
の
長
官
と
し
て
復
設
さ
れ
た
漢
城
府
判
手
(
救
任
官
三
等
)
を
含
め
る
。
ま
た
、
軍
国
機
務
虚
構
成
員
の
構

成
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

次
に
宮
内
府
の
上
層
部
の
構
成
を
み
て
み
よ
う
。
宮
内
府
に
設
置
首
初
か
ら
八
街
門
と
同
じ
く
大
臣
・
協
緋
が
お
か
れ
、
従
来
か
ら
宮
中
事

務
を
分
掌
し
た
諸
官
聴
が
所
属
さ
せ
ら
れ
、
部
署
名
・
官
職
名
の
改
稽
も
行
わ
れ
た
。

一
八
九
五
年
五
月
一
日
に
大
幅
な
機
構
改
革
が
行
わ
れ

た
。
所
属
機
関
と
し
て
掌
積
院
(
宮
中
儀
式
祭
記
を
管
掌
)
、
侍
従
院
(
侍
従
・
侍
講
等
の
事
務
を
管
掌
)
、
室
章
院
(
王
室
の
国
主
日
・
記
録
、
一
燃
代
諸
王

の
著
作
・
宵
像
書
一
の
保
管
を
管
掌
)
、
曾
計
院
(
王
室
経
費
の
珠
算
決
算
、
牧
支
に
関
す
る
事
務
を
管
掌
)
、
内
職
院
(
王
室
の
賓
物
・
荘
同
・
財
産
の
保
管

管
理
を
管
掌
)
、
済
用
院
(
玉
虫
十
の
衣
食
・
宮
殿
・
物
品
・
土
木
・
庭
園
・
車
馬
等
の
事
務
を
管
掌
)
、
王
太
后
宮
、
王
后
宮
、
王
太
子
宮
、
宗
廟
署
、

一
世
榎
署
な
ど
が
置
か
れ
、
そ
れ
ら
の
長
と
し
て
卿
・
長
・
提
奉
(
の
ち
提
調
。
宗
廟
署
・
胤
稜
署
な
ど
)
、
大
夫
(
王
太
后
宮
・
王
市
宮
)
、
王
太
子

宮
信
事
な
ど
の
官
職
(
救
任
官
)
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
宮
内
府
に
は
大
臣
・
協
緋
の
ほ
か
に
、
多
く
の
上
層
官
職
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
救
任
宮
内
官
は
増
加
の
一
迭
を
た
ど
っ
た
。

一
八
九
五
年
五
月
二
日
に
は
、
宮
内
府
特
進
官
(
救
任
官
)
が
設
置
さ
れ
た
。
秘
書
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こ
れ
ら
は
救
任
官
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
救
任
宮
内
官
」
と
稀
す
る
こ
と
と
す
る
。

院
(
一
八
九
六
年
五
月
設
置
)
、
銭
蓮
院
(
一
九
O
O
年
四
月
設
置
)
、
警
衛
院
(
一
九
O
一年一

一
月
設
置
)
な
ど
と
い
う
よ
う
に
所
属
機
闘
が
増
え

そ
の
長
で
あ
る
秘
書
院
卿
・
銭
這
院
抱
裁
・
警
衛
院
抱
管
な
ど
は
救
任
官
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
掌
躍
院
少
卿
(
一
八
九
八
年
一
月
設
置
)
の
よ
う

(
7
)
 

に
所
属
機
関
の
次
席
の
官
職
も
救
任
官
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
し
だ
い
に
増
加
し
た
「
救
任
宮
内
官
」
の
黛
抵
別
姓
氏

別
構
成
の
分
析
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

最
後
に
、
皇
帝
に
権
力
が
集
中
さ
れ
る
な
か
で
、
宮
中
に
統
帥
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
、
元
帥
府
で
あ
る
。

一
八
九
九
年
六
月

日
に
頒
布
さ
れ
た
元
帥
府
官
制
に
基
づ
い
て
、
同
年
七
月
以
降
に
軍
務
局
・
検
査
局
・
記
録
局
・
舎
計
局
の
四
局
が
置
か
れ
た
。
局
長
(
の
ち

局
抱
長
)
お
よ
び
同
署
理
は
、
概
ね
陸
軍
副
将
・
参
将
で
あ
っ
た
。
こ
の
元
帥
府
局
長
(
局
掠
長
)
の
薫
祇
別
姓
氏
別
構
成
に
つ
い
て
も
分
析
す

る
こ
と
と
し
た
い
。



( 

) 

分

析

の

方

法

以
上
の
よ
う
に
分
析
の
封
象
と
し
た
の
は
、
軍
国
機
務
虚
構
成
員
、
大
臣
・
協
緋
等
就
任
者
、
救
任
宮
内
官
就
任
者
、
元
帥
府
四
局
長
(
局

掠
長
)
就
任
者
で
あ
る
。
甲
午
改
革
期
以
降
か
ら
日
露
戦
争
開
始
直
前
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
前
掲
の
官
職
就
任
者
を
悉
皆
調
査
し
た
上
で
、

そ
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
を
分
析
し
た
。
な
お
、
「
協
騨
等
」
就
任
者
は
昔
該
時
期
に
官
職
の
最
高
位
が
協
排
等
で
あ
っ
た
者
で
、
大
臣
に
昇

(
日
)

任
し
た
者
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
官
職
就
任
者
の
デ
l
タ
は
主
と
し
て
『
官
報
』
に
よ
り
、
「
承
宣
院
日
記
』
・
「
秘
書
監
日
記
』
(
い
ず
れ
も

『
承
政
院
円
記
』
の
後
継
)
や

『
日
省
録
』
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
薫
祇
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
に
首
た
っ
て
は
、
主
と
し
て

『
固
朝
丈
科
梼
日
」

『
高
姓
大
同
譜
』
に
よ
っ
た
。

「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
政
局
の
嬰
動
が
大
き
か
っ
た
時
期
で
あ
る
の
で
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
時
期
に
匝
分
し
、
時
期

甲
午
改
革
期
(
一
八
九
四
・
七
・
二
七
l
一
八
九
六

一
)
:
:
:
開
化
振
政
権
の
時
期
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ご
と
の
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

ヮ“
今
、
U

動
が
高
ま
り
、
そ
れ
を
高
宗
側
が
弾
犀
一
す
る
ま
で
の
時
期
(
濁
立
協
合
地
方
支
舎
解
散
指
令
ま
で
)

露
館
播
遷
期
(
一
八
九
六
・
二
・
一

濁
立
協
曾
改
革
運
動
期
(
一
八
九
七
・
二
・
二
O
l
一
八
九
九
・
一

一il--
、
一
八
九
七
・
二
・
一
九
)
:
:
:
高
宗
が
ロ
シ
ア
公
使
館
に
滞
在
し
た
時
期

-
一
七
)
:
:
:
高
宗
が
慶
運
宮
に
還
っ
て
か
ら
、
濁
立
協
舎
の
改
革
運

(4) 

皇
帝
専
制
期
(
一
八
九
九
・
一

-
一
八
i
一九
O
四
・
二
・
八
)
:
:
:
皇
帝
の
権
限
強
化
の
も
と
に
濁
立
維
持
が
園
ら
れ
た
時
期
。
日
本
軍

の
韓
国
臨
時
汲
遣
隊
の
漢
城
入
城
ま
で
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甲
午
改
革
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成

ま (1)

ず
軍
園
機
務
庭
の
構
成
員

一
八
九
四
年
七
月
二
七
日
に
設
置
さ
れ
て
二
一
月
一
七
日
に
底
止
さ
れ
る
ま
で
、
甲
午
改
革
初
期
に
お
け
る
改
革
立
案
・
推
進
機
関

で
あ
っ
た
軍
固
機
務
庭
の
構
成
員
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
1
l
G
の
と
お
り
で
あ
る
。

抱
裁
官
と
曾
議
員
を
合
わ
せ
て
総
計
は
二
五
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
祇
別
構
成
は
老
論
一
四
、
少
論
三
、
南
人
一
、
西
北
人
二
、
分
類
不
明
四
、

本
貫
不
明
一
で
あ
り
、
老
論
五
六
・
O
%
、
少
論
二
了
O
%
の
比
率
と
な
る
。
間
氏
政
権
後
半
期
に
お
け
る
議
政
・
判
書
就
任
者
の
黛
抵
別
構

成
(
老
論
七
三
三
%
、
少
論
一
六
・
八
%
)
と
比
較
す
る
と
、
老
論
の
比
率
が
大
き
く
下
が
っ
て
い
る
の
が
ま
ず
日
に
つ
く
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

抱
裁
官
の
金
弘
集
が
属
す
る
少
論
の
比
率
が
増
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
西
北
人
、
分
類
不
明
、
本
貫
不
明
が
九
名
と
三
O
%
牽
に
な
っ
て

お
り
、
改
革
の
推
進
主
瞳
の
構
成
が
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
西
北
人
は
、
朝
鮮
王
朝
時
代
を
通
じ
て
地
域
的

な
差
別
を
受
け
た
(
高
官
へ
の
昇
進
が
む
ず
か
し
か
っ
た
)
成
鏡
遁
・
平
安
遁
の
出
身
者
の
こ
と
で
あ
る
が
、
甲
午
改
革
期
か
ら
皇
帝
専
制
期
ま
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で
に
高
官
・
要
職
に
昇
っ
た
西
北
人
は
す
べ
て
成
鏡
遁
出
身
者
で
あ
っ
た
。

ワ臼大
臣
就
任
者
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成
を
検
討
す
る
と
、
表
ー
ー
ー
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
臣
就
任
者

大
臣
就
任
者
の
総
数
は
コ
二
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
抵
別
構
成
は
老
論
一
一
一
、
少
論
五
、
南
人
一
、
北
人
て
西
北
人
一
、
分
類
不
明
二
で
あ

る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
六
七
・
七
%
、
少
論
一
六
・
一
%

南
人
三
・
二
%
、
北
人
三
・
二
%
と
な
る
。
閲
氏
政
権
後
半
期
に
お
け
る
議

政
・
判
書
就
任
者
の
黛
祇
別
構
成
と
比
較
す
る
と
、
老
論
が
少
し
減
っ
て
い
る
が
、
少
論
は
横
ば
い
で
あ
る
。

姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
顕
著
な
特
徴
を
見
出
せ
る
。
姓
氏
別
で
最
多
な
の
は
老
論
の
全
州
李
氏
の
三
で
、
老
論
の
臆
興
関
氏
は
二
と
な
り
、
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表 l-G 軍園機務慮掃裁官・省議員の薫派別姓氏別構成

老論 全州李氏 騒興関氏 )(丘徐氏 西北人 竹山安氏

延安李氏 1李泰容 1関況にj主 1徐相集 仁同張氏 * 1安馴毒

1李暦翼 牛峰李氏 オ己渓百社氏 平壌組、氏 1張博 汁陽馬氏

2李遁宰 l李允用 1食古i容 * 1 越義ir，~ 本貫不明 * 1馬範苦

安束金氏 清風金氏 成従魚氏 l 余鶴~

l金宗漢 l金允植 1魚允中 南人 本貫不明

2金嘉鎮 延日;郎氏 全州李氏 分類不明 1金夏英

i番南朴氏 1鄭敬源 少論 1李i原競 安東権氏

1朴定陽 平山申氏 慶州金氏 1権j祭主翼

2朴準陽 1申箕善 1鎧議 2権在衡

波線はt.@裁官 *は武臣 各姓氏内は初任順に配列した (ι 下の各表でも同じ)

表 1-1 甲午改革期における大臣就任者の葉派別姓氏別構成

老論 1徐相雨 i毎卒予氏 成従魚氏 平壌越氏

全州李氏 2徐光範 133"用求 1魚允中 * 1越義淵

1李容元 延安李氏 南陽洪氏

2李錫永 1李道宰 1洪鍾軒 少 論 南人

3李範菅 牛峰李氏 楊州超氏 全州李氏 l青州韓氏

i番南朴氏 1李完用 1趨乗稜 * 1李杢遠 1韓者東

1朴定陽 光山金氏 平山申氏 慶州李氏

2本卜泳孝 1金書主主 1申箕善 1李裕承 北人

駿興関氏 安東金氏 青松沈氏 慶州金氏 寧越巌氏

1関泳達 1金嘉鎮 1沈相薫 1金弘集 1巌世永

2関泳商 清風金氏 キ己渓食氏 大丘徐氏

大丘徐氏 1金允植 1念吉i容 1徐正淳

i皮線は領議政.*.@理大臣 里占線(金書室主)は賛成にのみ任命された者

ゴシックは救イ干宮内官との重複者
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西北人

仁同張氏

1張博

分類不明

竹山安氏

* 1安鯛書

温陽鄭氏

1鄭乗夏
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甲午改革期における協瀕等就任者の薫派別姓氏別構成

老論 礎安李氏 1徐載弼 1金春照 西北人 2権i祭主員k

光山金氏 1李聖烈ns昌寧成氏 東莱鄭氏 本貫不明 慶州李氏

1金喜i朱 i香南朴氏 1成岐運 1鄭寅興 1金鶴初 1李采淵

2金皐j朱ns l朴斉純 陽川許氏 :j<J~笑李氏

水原白氏 坂ir手氏 少論 * 1許 瑳k 中人 l李在1正

* 1白楽倫 l手 j憲ns全州李氏 昌寧曹氏 i毎州李氏

* 2白性基 延日鄭氏 1李重夏 1曹寅承 1李鳴善 本貫不明

全州李氏 1鄭敬j原 * 2李鳳儀k 済州高氏 1李)剖曾

1李泰容ns豊壌越氏 3李建昌 北人 1高永喜 2劉世南

韓山李氏 1趨東弼 海干す氏 密陽朴氏

1李容植 林川趨氏 * 1手雄更!lk 1朴容大ns分類不明

牛峰李氏 1趨漢園 2す致美 安東権氏

1李允則 k 大正徐氏 慶州金氏 1権在衡

表 1-2 

k、nsはそれぞれ警務使、都憲・|有閑総書にのみ任命された者

コシックは救任宮内官との重複者

閑
氏
政
権
後
半
期
に
比
べ
て
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
甲
午
改
革
期
の
政
権

は
、
基
本
的
に
は
閤
氏
政
権
の
倒
壊
の
上
に
成
立
し
た
改
革
振
の
政
権
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。

大
臣
就
任
者
の
う
ち
、
救
任
宮
内
官
と
重
複
す
る
者
を
調
べ
て
み
る
と
、

老
論
八
、
少
論
二
、
分
類
不
明
一
、
合
計
一

一
で
あ
り
、
重
複
率
は
全
睦
で

は
三
五
・
五
%
で
あ
る
が
、
老
論
の
重
複
率
は
三
八
・
一
%
、
少
論
の
重
複
率

は
四
O
O
%
と
な
る
。

協
塀
等
就
任
者

qδ 協
騨
等
就
任
者
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
ー
ー

2
の
と
お
り
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で
あ
る
。

協
排
等
就
任
者
総
数
は
三
四
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
汲
別
構
成
は
老
論
一
五
、

少
論
九
、
北
人
一
、
西
北
人
一
、
中
人
二
、
分
類
不
明
四
、
本
貫
不
明
二
で

あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
四
四
・
一
%
、
少
論
二
六
・
五
%
、
北
人

一
一
・
九
%
、
中
人
五
・
九
%
と
な
る
。
閲
氏
政
権
後
宇
期
に
お
け
る
参
判
(
参

判
は
六
曹
の
次
官
で
あ
る
)
就
任
者
二
三
七
名
の
黛
抵
別
構
成
は
老
論
二
二
八
、

少
論
五
五
、
南
人
二
二
、
北
人
七
、
西
北
人
一
、
外
園
人
一
、
分
類
不
明
二

。
、
本
貫
不
明
二
で
あ
り
、
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
五
八
・
四
%
、
少

(
9
)
 

論
二
三
・
一
%
、
南
人
五
・
五
%
、
北
人
二
・
九
%
で
あ
る
。
こ
れ
と
比
較
す
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甲午改革期における救任宮内官就任者の薫派別姓氏別構成

老論 2李承五 光山金氏 清風金氏 全州李氏 宗室

騒興関氏 3李憲植 t 1金永毒 t 1金裕成 1李建昌 t 1李載亮

1関泳商 4李容植① 2金事j朱 港南朴氏 徳水李氏 2李景感

2閲}永喚① 全州李氏 i毎/1'-手氏 l朴泳孝 l李障 3李竣銘

3閲泳三長 t l李錫永 t 133"用求 t南陽洪氏 慶州金氏 4李桐

4閲亨植 2李容元 2ヲ子容普 t l洪i享馨 l金弘集① 5李載純 t

5関商鏑 3李範菅 林川越氏 i毎州呉氏 i香南朴氏 6李載完 t

6 関 i~、詰 t 豊壌超氏 1趨漢園 1呉盆泳 1朴箕陽①

7関泳駿 t 1超鼎九 2超乗鏑 t 昌寧成氏 大丘徐氏 分類不明

8関泳達 t 2超東晃 t青松沈氏 1成岐運 t 1徐正淳 慶州李氏

安東金氏 3超東弼 1沈相薫 恩、津宋氏 豊壌趨氏 1李夏祭

1金宗漠 楊什|超氏 2沈舜津① 1宋道i享t 1趨乗弼① 温陽鄭氏

2金商圭 1麓去:lJtt碧珍李氏 1鄭乗夏

3金明圭 2趨乗稜 1李愚完 少論 南人

4会鹿島t 3越臣照 種安李氏 東莱鄭氏 漢陽趨氏 本貫不明

5金昇圭 全義李氏 1李聖烈 1鄭慕曾 t 1趨鍾弼 1鄭乗岐

韓山李氏 1李正魯 延安金氏 2鄭寅昇 清州韓氏

1李耕植 2李根命① 1金思轍t 3鄭範申l① 1韓者束①

表， -3 

下線細賓線を附したのは宮内府大臣就任者、下線破線を附したのは宮内府協塀就任者

tは宮内J{f特進官就任者、①は特進官にのみ任命された者。波線は議政経験者

ゴシックは大臣、協調オ等就任者との重複者

る
と
、
老
論
は
一
四
ポ
イ
ン
ト
も
減
り
、
少
論
は
三
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
中
人
は

雨
班
と
常
民
(
平
民
)
と
の
中
聞
に
位
置
す
る
身
分
の

者
で
あ
り
、
中
央
の
技
術
職
(
誇
官
・
警
官
な
ど
)
や
中

央
の
行
政
責
務
捨
吉
者
(
膏
吏
)
や
地
方
官
曜
の
行
政

宰
貝
務
捨
首
者
(
郷
吏
)
な
ど
で
あ
っ
た
。

姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
躍
興
関
氏
、
老
論

の
安
東
金
氏
、
老
論
の
楊
州
趨
氏
、
老
論
の
青
松
沈
氏

な
ど
が

O
で
あ
る
。
閏
氏
政
権
の
百
定
と
し
て
の
性
格
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が
、
大
臣
就
任
者
の
場
合
よ
り
も
鮮
明
に
表
れ
て
い
る

と
三
一
口
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

協
灘
就
任
者
の
う
ち
救
任
宮
内
官
と
の
重
複
者
は
五

名
で
、

一
四
・
七
%
で
あ
る
。

救
任
宮
内
官
就
任
者

A斗
τ救

任
宮
内
官
就
任
者
の
薫
汲
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る

と
、
表
1
1
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

救
任
宮
内
官
就
任
者
総
数
は
六
五
名
で
あ
り
、
そ
の

黛
祇
別
構
成
は
老
論
四
五
、
少
論
九
、
南
人
二
、
宗
室
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六
、
分
類
不
明
二
、
本
貫
不
明
一
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
六
九
・
二
%
、
少
論
二
二
・
八
%
と
な
る
。
宮
内
府
特
進
官
就
任
者
を

取
り
出
し
て
み
る
と
、
総
数
は
二
八
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
汲
別
構
成
は
老
論
二
O
、
少
論
六
、
宗
室
二
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論

七
一
・
四
%
、
少
論
二
一
・
四
%
、
宗
室
七
・
一
%
と
な
る
。
救
任
宮
内
官
就
任
者
の
う
ち
大
臣
・
協
緋
等
就
任
者
と
重
複
す
る
者
は
老
論
一
四
、

少
論
三
、
分
類
不
明
一
、
合
計
一
八
で
あ
り
、
重
複
卒
は
老
論
三
一
・
一
%
、
少
論
三
三
二
二
%
、
全
瞳
二
七
・
七
%
と
な
る
。
救
任
宮
内
官
就

任
者
数
か
ら
重
複
者
数
を
差
し
引
く
と
、
救
任
宮
内
官
の
み
に
就
任
し
た
者
の
数
が
出
る
が
、
老
論
の
そ
れ
は
三
一
名
に
も
な
る
。

救
任
宮
内
官
就
任
者
、
宮
内
府
特
進
官
就
任
者
に
お
い
て
老
論
が
七
O
%
前
後
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
救
任
宮
内
官
の
み
に
就
任
し
た
者
が

三
一
名
も
い
る
こ
と
は
、
間
氏
政
権
後
宇
期
の
議
政
・
判
書
就
任
者
に
お
け
る
老
論
の
比
率
を
、
政
府
内
で
は
維
持
で
き
な
か
っ
た
が
、
宮
中

で
は
維
持
で
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
六
人
以
下
、
救
任
で
俸
給
を
支
給
し
な
い
と
し
、
そ
の
職
掌
は
「
王
室
の
典
瞳
・
儀
式
に
係
る

(
川
)

事
項
に
つ
き
、
諮
詞
に
奉
封
し
、
所
見
を
具
上
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
た
。
宮
中
と
の
つ
な
が
り
を
つ
け
て
、
護
三
口
の
機
舎
を
保
障
す
る
と

宮
内
府
特
進
官
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

円
U

こ
ろ
に
、
そ
の
設
置
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
宮
内
府
の
機
構
が
整
備
掻
充
さ
れ
、
宮
内
府
特
進
官
も
設
置
さ
れ
た
一
八

九
五
年
五
月
は
、
前
月
に
お
け
る
三
園
干
渉
の
結
果
、
宮
中
に
お
い
て
王
后
閑
氏
を
中
心
と
し
て
親
露
振
の
勢
力
が
形
成
さ
れ
、
老
論
の
騒
興

関
氏
及
び
そ
の
同
調
者
の
勢
力
が
復
活
し
は
じ
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
救
任
宮
内
官
就
任
者
の
な
か
で
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
老
論
の
臆

興
関
氏
が
最
多
で
あ
り
、
宮
内
府
特
進
官
に
お
い
て
は
五
名
、

一
七
・
九
%
も
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
背
景
に
あ
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

露
館
播
遷
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成

大
臣
就
任
者
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
2
ー
ー
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
臣
就
任
者
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露舘播遷期における大臣就任者の薫派別姓氏別構成

老論 2超乗式 光山金氏 平山申氏 駿興関氏 北人

牛峰李氏 i毎平ヲ士氏 1金永書 1申箕善 1関泳換 擁興関氏

1李完用 133"用求 安東金氏 清州韓氏 宜寧南氏 1関種献

2李允用 233"容善 1金痢始 * 1韓圭品 l南廷哲

楊州超氏 全州李氏 港南朴氏 青松沈氏

l超乗稜 l李範菅 1朴定陽 l沈相薫

表 2-1 

記競・ゴシックは表 1-1 {こ["Jじ

露舘播遷期における協塀等就任者の菓派別姓氏別構成

老論 1金明圭 s 平山申氏 慶州金氏 中人 羽渓李氏

騒興関氏 全州李氏 * 1申爽照 l金春!照 i斧州高氏 l李在正

l関商鏑 * 1李鍾健k 水原白氏 束莱鄭氏 l高永喜 安束権氏

* 2閲}永続 港南朴氏 * 1白性基 l鄭寅興 l権在衡

3 関 i~、資 1朴斉純 分類不明 竹山安氏

光山金氏 延日;郎氏 少論 西北人 慶州李氏 * 1安鯛書k

* 1金在豊 * 1鄭洛鋳h i毎卒予氏 本貫不明 1李采淵

2金永恵 楊什|超氏 * 1予雄烈 1金鴻陸 韓山李氏 本貫不明

安東金氏 1超乗鏑 s 2予致美 1李商在ns n罰l世南

表 2-2

sは議政府参賛のみに、 hはi莫城府判j手のみに、 nsは内閣線書のみに、 kは警務使のみに任命され

た者 ゴシックは救任宵内官との重複者

大
臣
就
任
者
総
数
は
一
六
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
抵
別
構

成
は
老
論
一
五
、
北
人
一
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、

老
論
九
三
・
八
%

北
人
六
・
二
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
前
後
の
時
期
と
比
較
し
て
も
特
異
で
あ
る
。

姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
聴
興
関
氏
、
老
論
の

全
州
李
氏
、
老
論
の
光
山
金
氏
、
老
論
の
豊
壌
超
氏
な
ど
、

閤
氏
政
権
後
宇
期
に
有
力
で
あ
っ
た
姓
氏
も
一
名
ず
つ
で

あ
り
、
そ
れ
ら
の
勢
力
が
大
き
く
は
復
活
し
て
い
る
と
は

一
百
え
な
い
。
老
論
の
楊
州
超
氏
、
老
論
の
海
平
手
氏
、
老

論
の
牛
峰
李
氏
が
二
名
を
占
め
て
い
る
。
閑
氏
政
権
期
の

議
政
・
判
圭
日
就
任
者
の
姓
氏
別
構
成
の
上
位
六
位
(
四
名

以
上
)

「
は
じ
め
に
」

に
お
い
て
示
し
た

に
つ
い
て
は
、

が
、
老
論
の
楊
州
趨
氏
は
四
名
で
上
位
六
位
に
含
ま
れ
て

い
る
が
、
老
論
の
海
平
手
氏
は
三
名
、
老
論
の
午
峰
李
氏

(
日
)

は
二
名
で
あ
っ
た
。
間
氏
政
権
後
半
期
に
有
力
で
あ
っ
た

姓
氏
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
時
期
に
勢
力
を
後
退
さ
せ
て
い

る
な
か
で
、
老
論
の
牛
峰
李
氏
は
そ
の
勢
力
を
相
封
的
に

浮
上
さ
せ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
李
完
用
・
李
允

用
が
開
化
汲
か
ら
分
化
し
て
親
露
振
の
中
心
人
物
と
な
り
、



112 

露
館
播
遷
に
闘
輿

L
、
政
権
を
握
っ
た
後
に
、
政
権
の
重
要
人
物
で
あ
り
つ
づ
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

大
臣
就
任
者
の
う
ち
、
救
任
宮
内
官
就
任
者
と
重
複
す
る
者
は
老
論
七
、
北
人
一
、
合
計
八
で
あ
り
、
重
複
率
は
老
論
四
六
・
七
%
、
北
人

一
O
O
%
、
全
盟
五
0
・
0
%
と
な
る
。

ワ臼協
緋
等
就
任
者
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
2
|
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

協
塀
等
就
任
者

協
排
就
任
者
総
数
は
二
四
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
祇
別
構
成
は
老
論
一
二
、
少
論
四
、
西
北
人
一
、
中
人
て
分
類
不
明
五
、
本
貫
不
明
一
で

あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
五
0
・
0
%
、
少
論
一
六
・
七
%
と
な
る
。
老
論
の
勢
力
は
甲
午
改
革
期
よ
り
は
わ
ず
か
に
増
大
し
た
が
、

閑
氏
政
権
後
半
期
の
参
判
就
任
者
に
お
け
る
比
率
か
ら
は
八
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
た
。

姓
氏
別
構
成
で
は
、
老
論
の
腫
興
関
氏
の
勢
力
が
三
名
で
あ
り
、
や
や
目
立
つ
が
、
閑
氏
政
権
後
半
期
に
お
け
る
有
力
姓
氏
の
勢
力
は
後
退

し
た
賦
態
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

協
緋
等
就
任
者
の
う
ち
、
救
任
宮
内
官
と
重
複
す
る
者
は
、
老
論
の
金
明
圭
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。

つム

n，δ
 

救
任
宮
内
官
就
任
者
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
2
|
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

救
任
宮
内
官
就
任
者

救
任
宮
内
官
就
任
者
総
数
は
六
人
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
祇
別
構
成
は
老
論
五
O
、
少
論
八
、
北
人
二
、
南
人
一
、
宗
室
五
、
分
類
不
明
一
、

本
貫
不
明
一
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
七
三
・
五
%
、
少
論
一
一
・
八
%
、
宗
室
七
・
四
%
、
北
人
二
・
九
%
、
南
人
一
・
五
%
で
あ

る
。
宮
内
府
特
進
官
就
任
者
総
数
は
四
O
名
で
あ
り
、
そ
の
薫
祇
別
構
成
は
老
論
三
一
、
少
論
四
、
北
人
一
、
南
人
一
、
宗
室
三
で
あ
る
。
比

率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
七
七
・
五
%
、
少
論
一
0
・
0
%
、
宗
室
七
・
五
%
、
北
人
二
・
五
%
、
南
人
二
・
五
%
と
な
る
。
救
任
宮
内
官
就
任
者
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露舘播遷期における救任宮内官就任者の薫派別姓氏別構成

老論 6金徳圭① 3金世基 清風金氏 全義李氏 1越鍾弼 t

騒興関氏 7金宗圭① 禦壌越氏 1金杢弘 t 1李信魯

1関泳換t光山金氏 1越鼎九 t南陽洪氏 慶州金氏 宗室

2閲}永套① l金永書 2超束弼 l洪i享馨 l余詰照 t l李景廃①

3閲亨植 t 2金皐j朱 3超束晃 t安束権氏 i番南朴氏 2李竣銘①

4閲}永詰① 3金永穆① 楊州超氏 l権暦菩 l朴箕陽① 3李載純

5関泳駿 t 4金在容① 1器支jj!;t林川越氏 楊州越氏 4李載完

6関}永遠① i毎平手氏 2超臣照 1越乗鏑 t 1超定照 5李昇F!t

7関丙爽 t 133"用求① 3趨乗式 青松沈氏 大丘徐氏

8関丙承① 233"容善 韓山李氏 1沈舜i畢① 1徐正i享 分類不明

9関j永詔 t 3予定求 1李承五 昌寧成氏 杷j菜食氏

10関畑植 t 4予古求① 2李憲植t 1成岐運 北人 1合箕喚

11閑京鏑① 全十ト|李氏 午峰李氏 駿興関氏

安東金氏 1李鍾永 1李鏑翼 少論 1関種献 本貫不明

1金宗漢 t 2李範膏 2李鏑俊 東莱鄭氏 宜主持南氏 1鄭乗岐

2金商圭 3李容元 全義李氏 1鄭慕曾① 1南延順①

3金明圭 t延安金氏 1李正魯 t 2鄭範朝 t

4金痢始 t 1金思轍① 碧珍李氏 延安李氏 南人

5金爽鎮① 2金完秀 1李愚完 t 1李淳翼 漢陽趨氏

表 2-3

の
う
ち
、
大
臣
・
協
塀
等
就
任
者
と
重
複
す
る
者
は
老
論

八
、
北
人
一
、
合
計
九
で
あ
り
、
重
複
率
は
老
論
一
六
・

O
%
、
北
人
五
0
・
0
%
、
全
瞳
二
二
・
O
%
と
な
る
。
老

論
の
重
複
率
は
低
く
、

一
一
ー
凶
で
述
べ
た
方
法
で
、
救
任

宮
内
官
の
み
に
就
任
し
た
者
の
数
を
算
出
す
る
と
、
老
論

は
四
二
名
に
も
な
る
。
老
論
は
甲
午
改
革
期
に
引
き
績
い

て
、
救
任
宮
内
官
就
任
者
、
宮
内
府
特
進
官
就
任
者
に
お

い
て
七
O
%
蓋
の
高
い
比
率
を
占
め
、
救
任
宮
内
官
の
み

に
就
任
し
た
者
は
四
二
名
に
及
ん
だ
。
こ
の
時
期
に
も
宮

中
に
大
き
な
勢
力
を
持
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
聴
興
関
氏

一
、
老

論
の
安
東
金
氏
八
、
老
論
の
光
山
金
氏
五
と
い
う
よ
う
に
、

記競・ゴシックは表 1-3に同じ

宮
中
で
は
こ
の
時
期
に
こ
れ
ら
の
家
門
が
す
で
に
大
き
な

勢
力
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
老
論
の
麗
興
関
氏

の
場
合
、

一
一
名
が
す
べ
て
宮
内
府
特
進
官
で
あ
り
、
宮

内
府
特
進
一
官
総
数
の
二
七
・
五
%
も
占
め
て
い
た
。
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四

濁
立
協
命
日
改
革
運
動
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成

-
E
i
 

大
臣
就
任
者
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
3
ー
ー
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
臣
就
任
者

大
臣
就
任
者
総
数
は
四
O
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
祇
別
構
成
は
老
論
三
一
、
少
論
四
、
南
人
一
、
北
人
一
、
分
類
不
明
三
で
あ
る
。
比
率
を
計

算
す
る
と
、
老
論
七
七
・
五
%
、
少
論
一
0
・
0
%
、
南
人
二
・
五
%
、
北
人
二
・
五
%
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
至
っ
て
、
老
論
の
勢
力
は
閲
氏
政

権
後
宇
期
の
議
政
・
判
書
就
任
者
の
場
合
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
(
四
ポ
イ
ン
ト
以
上
、
上
回
る
)
。
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
聴
興

開
氏
が
四
名
と
最
多
で
は
あ
る
が
、
閲
氏
政
権
後
半
期
の
水
準
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

大
臣
就
任
者
の
う
ち
、
救
任
宮
内
官
と
重
複
す
る
者
は
、
老
論
二
九
、
少
論
二
、
北
人
一
、
合
計
三
二
で
あ
り
、
重
複
率
は
老
論
九
三
・

五
%
、
少
論
五
0
・
0
%
、
北
人
一
O
O
%
、
全
瞳
七
五
・
O
%
と
な
る
。
老
論
の
重
複
率
が
一
翠
に
高
く
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
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つ臼協
排
等
就
任
者
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
3
|
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

協
塀
等
就
任
者

協
排
等
就
任
者
総
数
は
コ
二
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
抵
別
構
成
は
老
論
一
八
、
少
論
二
、
南
人
一
、
西
北
人
一
、
中
人
一
、
分
類
不
明
四
、
本

貫
不
明
四
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
五
八
・
一
%
、
少
論
六
・
五
%
、
南
人
三
・
二
%
、
西
北
人
三
・
二
%
、
中
人
三
・
二
%
と
な
る
。

協
務
等
就
任
者
に
つ
い
て
も
、
老
論
の
勢
力
は
こ
の
時
期
に
至
っ
て
、
間
氏
政
権
後
竿
期
の
参
判
就
任
者
の
場
合
を
わ
ず
か
に
超
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
姓
氏
別
構
成
に
つ
い
て
は
、
大
臣
就
任
者
の
場
合
と
お
な
じ
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

協
排
等
就
任
者
の
う
ち
、
救
任
宮
内
官
と
重
複
す
る
者
は
老
論
六
、
南
人
一
、
西
北
人
一
、
分
類
不
明
一
、
合
計
九
で
あ
り
、
重
複
卒
は
老

論
三
三
・
三
%
、
南
人
一
O
O
%
、
西
北
人
一
O
O
%
、
分
類
不
明
二
五
・
O
%
、
全
樫
二
九
・
O
%
と
な
る
。
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表 3ー1 濁立協会改革運動期における大臣就任者の薫派別姓氏別構成

老論 I 3全董璽 I 2接要要 I 1金歪弘|少論 |北人

騒興関氏 |楊州越氏 |全州李氏 |延H鄭氏 |延安李氏 |擁興関氏

1関泳換

* 2関泳締

3閲}永拐1

4関丙喪

牛峰李氏

1李完用

2李允用

3李錆俊

安東金氏

1金嫡始

2金明圭

録

鉱

善

錆

哲

洛

氏

益

氏

箕

氏

乗

氏

廷

鄭

梓

窪

申

申

超

越

南

南

1

州

l

山

1

川

1

寧

1

*

慶

J

小

林

宜

永

一

健

宰

命

高

鋸

一

鍾

氏

道

氏

根

氏

圭

氏

李

一

李

李

李

李

李

韓

韓

金

1

2

安

1

義

1

州

1

山

*

延

全

清

*

光

式

一

世

山

陽

一

純

求

善

山

乗
一
乗
山
氏
定
一
斉
氏
周
容
w

超
一
週
一
朴
朴
一
朴
予
安
否
J
W

2

3

土問

1

2

平

1

2

港

海

1超乗稜

青松沈氏 I 1金永幕

1沈相薫 |清風金氏

1李淳翼

i番南朴氏

l朴箕陽 |分類不明

海干す氏 |慶州李氏

* 1予雄烈 I 1李裕寅

大丘徐氏 |安東権氏

1徐正淳 I 1権在衡

杷j菜食氏

1関種黙

南人 I 1合箕喚

清州韓氏

1韓者東

波線は議政、二本線は参政 ゴシックは救任宮内官との重複者

表 3-2 濁立協会改革運動期における協耕等就任者の薫派別姓氏別構成

老論 延日鄭氏 * 1金顧根k 1手致美 h 中人 1朱錫晃

騒興関氏 * 1鄭E草津k i毎卒予氏 i斉州高氏

1関商鏑 * 2鄭盆鋳h 133"吉求 南人 1高永喜 本貫不明

2関泳噴 韓山李氏 平山申氏 延安李氏 1李寅結

3関泳柱 1李容植 * 1申爽照 1李高教 分類不明 2李忠求k

4関丙漢 全義李氏 豊壌越、氏 慶州李氏 3申泰休

全州李氏 * 1李漢英h 1趨東潤 西北人 1李采淵h 4金永準k

*1李根j銘hk牛峰李氏 本貰不明 成安李氏

2李根満 1李錆翼h 少論 1金鴻陸h 1李慕束

光山金氏 前豊安李氏 全州李氏 豊山金氏

* 1金在豊 h 1李聖烈 * 1李鳳儀 1金重倹

2金永恵 安東金氏 海平手氏 新安朱氏

sは議政府参賛のみに、 hl止漢城府')'Ijヲ干のみに、 kl土警務伎のみに任命された者

hkは剣手・警務使に任命され、協携には任命されなかった者 ゴシックは救任

宮内官との重複者
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表 3-3 濁立協会改革運動期における救任宮内官就任者の菓派別姓氏別構成

老論 10金哲根t 2沈舜津 t延安全氏 慶州李氏 1朴容大 t

擁興関氏 11金聾根 t 3沈相寓 t 1金完秀 1李胃築 t青汁|美氏

1関泳尚 t 12金嘉鎮① 4沈相E賛 j青風金氏 2李教条 1美登

2関泳換① 光山余氏 5沈相演① l金歪弘 t束莱鄭氏 擁興関氏

3閑泳套 t l金永書 t牛峰李氏 i香南朴氏 l鄭基曾① l関種黙 t

4閑亨植 t 2余皐j朱① l李錆翼 t l朴定陽① 2鄭範朝 t

5 関 i~(詰① 3金永穆 t 2李錆俊 t慶州崖氏 坂平ヲ子氏 南人

6関泳駿t 4金在容① 3李完用 1醤益鉱① 1手成鎮① 全州李氏

7関i永遠 t 5金永哲① 4李允用 南陽洪氏 2手相桁 1李根秀

8関丙爽 t 6金時該 t塑壌趨氏 1 i共淳馨 :全州李氏 延安李氏

9関丙承① 7金鶴j朱① 1趨鼎九 平山申氏 1李重夏 t 1李高教①

10関泳詔 t 8金九銭 2趨東寛 t 1申箕善 延安李氏 漢陽越氏

*11閑畑植 t 9金文銭 3超東高 安東権氏 1李命宰① 1越鍾弼 t

12閑京鏑 t全州李氏 4趨東潤 t 1権暦蕎① 全義李氏

13関泳柱 t 1李錯永 大丘徐氏 林川越氏 1李[喜魯 t宗室

14閑泳掬 t 2李乾夏 1徐相雨 1越乗錆 t龍仁李氏 1李竣銘 t

15閑F$植 t 3李載克 t 2徐胃淳 i青州韓氏 1李i原逸① 2李載純 t

16関正植① 44壬載昆 3徐相租t * 1韓圭高① 富平李氏 3李載完 t

17関丙漢 t * 5李鍾健 t全義李氏 海州呉氏 1李軒贈11t 4李昇F$t

18関泳瑠 6李容善 t 1李正魯 t 1呉待泳t慶州金氏 5李士艮銘 t

19関賛鏑 tj毎平手氏 2李根命 t宜寧南氏 1金詰照 6李載現 t

(啓鏑) 1罪用求 t韓山李氏 1南廷哲 ti番南朴氏

20関泳埼① 2罪容善 t 1李憲植 t昌寧成氏 1朴箕陽 t西北人

* 21関泳縞 t 3ヲ干定求 t 2李承純 1成岐運 高霊朴氏 本貫不明

安東金氏 4歩吉求① 延日鄭氏 思津宋氏 1朴鳳彬 1金鴻陸

1金宗漠 t 5ヲ干宇普 1鄭ifrJ嵩 1宋遁淳 t楊州越氏 2李容湖

2金尚圭① 楊州越氏 * 2鄭洛鋳 t昌原黄氏 1超定照 t

3金明圭 t 1曹養!l!t坂平ヲナ氏 1黄者淵① )(丘徐氏 分類不明

4金痢始 t 2越乗稜 t l手泰興 l徐正淳 t慶州李氏

5金昇圭① 3越臣照① 2手容植 t少論 l李夏栄

6金爽鎖 t 4越乗式 t延安李氏 豊壌越氏 北人 慶州李氏

7金徳圭 t 5越同照 t 1李道宰 t 1趨乗弼 t全州李氏 1李采淵 t

8金宗圭 t青松沈氏 碧珍李氏 2趨照一 t 1李勝宇

9金嫡掬 1沈相薫 t 1李愚菟 t 3趨乗聖① 密陽朴氏

括弧内は改名前の名

記披・ゴシックは表 1-3に同じ。

ρhυ 
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救
任
宮
内
官
就
任
者
の
薫
抵
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
3
|
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

救
任
宮
内
官
就
任
者

救
任
宮
内
官
就
任
者
総
数
は
一
三
回
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
祇
別
構
成
は
老
論
九
八
、
少
論
一
九
、
北
人
四
、
南
人
三
、
宗
室
六
、
西
北
人
二

で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
七
三
・
一
%
、
少
論
一
四
・
二
%
、
南
人
二
・
二
%
、
北
人
三
・
O
%
、
宗
室
四
・
五
%
と
な
る
。
宮
内
府

特
進
官
就
任
者
総
数
は
一
O
二
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
祇
別
構
成
は
老
論
七
六
、
少
論
一
五
、
北
人
二
、
南
人
二
、
宗
室
六
、
分
類
不
明
一
で
あ

る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
七
四
・
五
%
、
少
論
一
四
・
七
%
、
南
人
二
・
O
%
、
北
人
二
・
O
%
、
宗
室
五
・
九
%
と
な
る
。
救
任
宮
内
官

就
任
者
の
う
ち
大
臣
・
協
務
等
就
任
者
と
重
複
す
る
者
は
老
論
三
五
、
少
論
二
、
北
人
一
、
南
人
一
、
西
北
人
一
、
分
類
不
明
一
、
合
計
四
一

で
あ
り
、
重
複
率
は
老
論
三
五
・
七
%
、
少
論
一

0
・
五
%
、
北
人
二
五
・
O
%
、
南
人
三
三
・
三
%
、
全
龍
三

0
・
六
%
と
な
る
。
救
任
宮
内
官

の
み
へ
の
就
任
者
を
算
出
す
る
と
、
老
論
は
六
三
名
に
な
る
。

老
論
は
救
任
宮
内
官
・
宮
内
府
特
進
官
に
お
い
て
引
き
績
き
七
O
%
蓋
の
高
い
比
率
を
占
め
、
救
任
宮
内
官
の
み
へ
の
就
任
者
は
六
三
名
に

も
及
ん
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
老
論
が
こ
の
時
期
に
宮
中
に
お
け
る
勢
力
を
さ
ら
に
掻
大
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

救
任
宮
内
官
の
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
擁
興
関
氏
一
二
、
老
論
の
安
東
金
氏
二
二
老
論
の
光
山
金
氏
九
、
老
論
の
全
州
李
氏
六
、

老
論
の
海
卒
予
氏
五
、
老
論
の
楊
州
趨
氏
五
、
老
論
の
青
松
沈
氏
五
、
老
論
の
豊
一
環
超
氏
四
と
い
う
よ
う
に
、
閑
氏
政
権
後
半
期
に
お
け
る
有

力
家
門
の
勢
力
が
完
全
に
復
活
し
、
老
論
の
聴
興
関
氏
の
よ
う
に
か
つ
て
を
上
回
る
勢
い
を
一
不
す
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宮
内
府
特

進
官
就
任
者
の
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
臆
興
間
氏
二
O
、
老
論
の
安
東
金
氏
一
一
、
老
論
の
光
山
金
氏
七
、
老
論
の
楊
州
超
氏
五
が

多
数
を
占
め
、
こ
れ
ら
の
有
力
家
門
の
勢
力
の
復
活
ぶ
り
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
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五

皇
帝
専
制
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成

-
E
i
 

大
臣
就
任
者
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
4
ー
ー
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
臣
就
任
者

大
臣
就
任
者
総
数
は
五
四
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
祇
別
構
成
は
老
論
四
二
、
少
論
四
、
南
人
一
、
北
人
一
、
宗
室
て
西
北
人
一
、
分
類
不
明

四
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
七
七
・
八
%
、
少
論
七
・
四
%
と
な
る
。
老
論
の
比
率
は
、
濁
立
協
曾
改
革
運
動
期
に
引
き
績
い
て
、

八
O
%
近
く
の
高
卒
を
占
め
た
。
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
擁
興
関
氏
は
九
名
で
、
総
数
の
一
六
・
七
%
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

大
臣
就
任
者
の
う
ち
、
救
任
宮
内
官
と
重
複
す
る
者
は
、
老
論
三
八
、
少
論
四
、
南
人
一
、
北
人
一
、
宗
室
一
、
西
北
人
一
、
分
類
不
明
三
、

合
計
四
九
で
あ
り
、
重
複
率
は
老
論
九
0
・
五
%
、
少
論
一
O
O
%
、
北
人
一
O
O
%
、
宗
室
一
O
O
%
、
西
北
人
一
O
O
%
、
分
類
不
明
七

五
・
O
%
、
全
瞳
九
0
・
七
%
で
あ
る
。
全
瞳
と
し
て
も
重
複
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
と
に
数
が
最
多
の
老
論
が
九
0
・
五
%
の
重
複
率

。。

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

つ臼協
排
等
就
任
者
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
4
|
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

協
塀
等
就
任
者

協
排
等
就
任
者
総
数
は
四
O
名
で
あ
り
、
そ
の
黛
抵
別
構
成
は
老
論
一
六
、
少
論
二
、
南
人
一
、
北
人
て
西
北
人
一
、
中
人
二
、
分
類
不

明
八
、
本
貫
不
明
九
で
あ
る
。
そ
の
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
四
0
・
0
%
、
少
論
五
・
O
%
、
南
人
二
・
五
%
、
北
人
二
・
五
%
、
西
北
人
二

-
五
%
、
中
人
五
・
O
%
、
分
類
不
明
二
0
・
0
%
、
本
貫
不
明
二
二
・
五
%
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
至
っ
て
、
協
耕
等
就
任
者
に
お
け
る
老
論
の

勢
力
は
再
び
減
退
し
、
甲
午
改
革
期
の
そ
れ
を
下
回
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
西
北
人
・
中
人
・
分
類
不
明
・
本
貫
不
明
を
合
計
す
る
と
、
二

O
名
、
五
0
・
0
%
に
も
な
り
、
こ
の
時
期
の
協
離
就
任
者
の
構
成
が
多
様
性
に
富
ん
で
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

協
騨
等
就
任
者
の
う
ち
、
救
任
宮
内
官
と
の
重
複
者
は
老
論
一
O
、
少
論
二
、
南
人
一
、
西
北
人
一
、
中
人
一
、
分
類
不
明
三
、
本
貫
不
明
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表 4-1 皇帝専制期における大臣就任者の薫派別姓氏別構成

老論 6李載昆 i毎平ヲ士氏

騒興関氏 * 7李根津 133"容善

1関泳換 (根滋) 233"定求

* 2関泳締 * 8李根i暗 楊州超氏

3関丙喪 豊壌超氏 1趨乗稜

4関斗錆 l趨東潤 2趨乗式

5関致憲 2趨東寛 青松沈氏

6関商錆 3趨鼎九 1沈相薫

7関鷹植 牛峰李氏 2沈舜津

8関泳詔 1李允用 延安李氏

9関泳詰 2李錆俊 1李道宰

:全州李氏 安東金氏 会義李氏

1李錫永 1金明圭 1要費食
* 2李鍾健 2金聾根 韓山李氏

3李乾夏 j番南朴氏 1李容植

* 4李敏承 1朴定陽 光山金氏

5李載克 2朴賓純 1金晴鉱

Uiii信院f息調岸の関商鏑を含む)
記競・ゴシックは表 3-1 {こ|μlじ

清風金氏 * 1歩雄烈 西北人

1金歪弘 楊州越氏 本貫不明

延H鄭氏 1超定照 1李容調

* 1鄭駿淳 大丘徐氏

小山申氏 l徐正淳 分類不明

l申箕善 慶州李氏

林川越氏 南人 1李夏策

1越乗錆 清州韓氏 安東権氏

j青州韓氏 1韓誓東 1権重額

* 1韓圭高 (在衡)

昌寧成氏 北人 杷j菜食氏

1成岐運 駿興閑氏 1食箕換

1関種黙 新安朱氏

少論 1朱錫晃

全州李氏 宗室

* 1李鳳儀 1李祉録

i与平手氏 (坂銘)

表 4-2 皇帝専制期における協塀等就任者の黛派別姓氏別構成

老論 * 1李漢英 * 1梁性喚 * 1南命善 k * 1巌俊源 本貫不明

騒興関氏 安束金氏 2巌柱盆 l李寅佑

l関泳讃 * 1金顧根 少論 西北人 慶州李氏 * 2申泰休

2関丙漢 波平手氏 全州李氏 本貫不明 1李裕寅hk 3金永準

3関景植 133"雨植 1李重夏 * 1吉永沫h 慶州李氏 4醤策夏

i毎平手氏 林川越氏 全義李氏 1李宋淵h 5徐相龍k

133"吉求 1趨漢園 * 1李教爽 中 人 成安李氏 6曹潤承

233"津策 i青ナ1'1韓氏 済州高氏 1李基東 7李鳳来

楊州越氏 1韓麟鏑 南 人 1高永喜 密陽朴氏 8権鍾爽h

1越民照 綾城具氏 玄風郭氏 川寧玄氏 1朴鋪和 9菱寅圭

2越重穆 * 1具永租 1郭鍾錫 s 1玄昔運 坂平手氏

全州李氏 原付|元氏 1手鎖佑

1李容泰 s* 1元同常k 北 人 分類不明 仁同張氏

全義李氏 1 南原梁氏 宜主持南氏 芸評越最氏 1張華植

記競・ゴシックは表 3-2に同じ
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二
、
合
計
二
O
で
あ
り
、
重
複
率
は
老
論
六
二
・
五
%
、
少
論
一
O
O
%
、
西
北
人
一
O
O
%
、
中
人
五
0
・
0
%
、
分
類
不
明
三
七
・
五
%
、

本
貫
不
明
二
二
・
二
%
、
全
瞳
五
0
・
0
%
と
な
る
。
全
瞳
の
重
複
卒
を
濁
立
協
合
改
革
運
動
期
に
お
け
る
そ
れ
と
は
比
較
す
る
と
二
7
0
%

増
で
あ
り
、
大
幅
に
増
加
し
た
と
言
、
つ
こ
と
が
で
き
る
。

ηδ 救
任
宮
内
官
就
任
者
の
黛
抵
別
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
表
4
|
3
|
A
、
表
4
|
3
|
B
の
と
お
り
で
あ
る
。
細
川
数
が
多
か
っ
た
の
で
、

救
任
宮
内
官
就
任
者

老
論
の
部
と
老
論
以
外
の
部
と
に
分
割
し
た
。

救
任
宮
内
官
就
任
者
は
二
九
二
名
で
あ
り
、
そ
の
薫
抵
別
構
成
は
老
論
一
七
二
、
少
論
五
九
、
南
人
一
五
、
北
人
一
四
、
宗
室
九
、
西
北
人

二
、
中
人
一
、
分
類
不
明
八
、
本
貫
不
明
八
、
外
国
人
四
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
五
八
・
九
%
、
少
論
二
0
・
二
%
、
南
人
五
・
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一
%
、
北
人
四
・
八
%
、
宗
室
三
・
一
%
で
あ
る
。
宮
内
府
特
進
官
就
任
者
総
数
は
二
四
五
名
で
あ
り
、
そ
の
薫
抵
別
構
成
は
老
論
一
五
二
、
少

論
五
七
、
南
人
二
一
、
北
人
二
二
、
宗
室
六
、
分
類
不
明
四
、
本
貫
不
明
一
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、
老
論
六
二
・
O
%
、
少
論
二
三
・

三
%
、
南
人
四
・
九
%
、
北
人
五
・
三
%
、
宗
室
二
・
四
%
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
は
宮
内
府
特
進
官
に
任
命
さ
れ
る
者
が
多
く
、
少
論
・
南

人
・
北
人
か
ら
も
唐
く
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
老
論
の
占
め
る
比
率
が
以
前
の
時
期
か
ら
低
下
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

救
任
宮
内
官
の
う
ち
、
大
臣
・
協
鱗
等
就
任
者
と
重
複
す
る
者
は
老
論
四
八
、
少
論
六
、
南
人
二
、
北
人
一
、
宗
室
一
、
西
北
人
二
、
中
人

一
、
分
類
不
明
六
、
本
貫
不
明
二
、
合
計
六
九
で
あ
り
、
重
複
赤
十
は
老
論
二
七
・
九
%
、
少
論
一
0
・
二
%
、
南
人
一
三
・
三
%
、
北
人
七
・
一
%
、

西
北
人
一
O
O
%
、
中
人
一
O
O
%
、
分
類
不
明
七
五
・
O
%
、
本
貫
不
明
二
五
・
O
%
、
全
龍
二
三
・
六
%
で
あ
る
。

救
任
宮
内
官
就
任
者
の
姓
氏
別
構
成
を
み
る
と
、
老
論
の
腫
興
関
氏
一
一
一
O
、
老
論
の
安
東
金
氏
二
O
、
老
論
の
全
州
李
氏
一
七
、
老
論
の
光

山
金
氏
二
一
、
老
論
の
楊
州
越
氏
九
と
い
う
よ
う
に
多
く
の
就
任
者
を
出
し
て
い
る
家
門
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
家
門
の
勢
力
が
さ
か
ん
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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表 4-3-A 皇帝専制期における救任宮内官就任者の菓派別姓氏別構成(老論)

老論 1金宗渓 t 15李宰夏 2超東寛 t 1金思轍 t林川越氏

騒興関氏 2金尚圭① 16李載亮 3越東高 t 2金完秀① 1超漢園 t

1関i永尚一① 3金昇圭① 17李根湘 4超東潤 t 3金世基t 2超乗鋪 t

2関泳換t 4金爽鎖 t光山金氏 5越束完 t 4余晩秀ti青州韓氏

3閲泳三長 t 5金j患圭① 1金永毒① 6越束協 t坂干す氏 * 1韓圭高①

4閲亨植 t 6金宗圭 t 2金皐i未t青松沈氏 lす泰興 t 2韓光沫t

5関商錆 7金柄胡 t 3金永穆 t 1沈相薫 t 2手谷植 ti毎州呉氏

6関泳詰 t 8金哲根 t 4金在容t 2沈舜津 t 3手泰元 t 1呉盆泳 t

7関泳徽 t 9金聾根 t 5金永哲 t 3沈相高 4予雨植① 2呉正根t

(泳駿) 10金嘉鎮① 6金鴫絃 t 4沈相蹟 t会義李氏 大正徐氏

8関j永遠① 11金錫圭 t 7金鶴J朱① 5沈相i莫① 1李正魯 t 1徐相雨 t

9関丙喪 t 12金定圭 t 8金文銭 t 6沈相羽1 2空費食t 2徐相租t

10閑丙承① 13金鶴鎮 t 9金喜J朱① 延円鄭氏 3李根数t碧珍李氏

11関泳詔 t 14金甲圭 t 10金永遁t 1鄭海岸詰① 韓山李氏 1李愚晃 t

12関京鏑 t 15金伺吉① 11金永典 t * 2鄭i各銘 t 1李憲植① 糧安李氏

13関泳雨 t 16金用圭① 12金永恵 t * 3鄭周永 2李承純 t 1李聖烈

(泳柱) 17金瓶三伝① 楊州越氏 4鄭世i原① 3李容植 t東莱鄭氏

14関泳期① 18金容鎮 1越乗世 t 5鄭;換翼 t清風金氏 1鄭i莫朝 t

15関慮植 t 19金徳漢 t 2越乗稜 t平山申氏 1金室弘 ti奈原手氏

16関正植① 20金周淳 3越臣照 t 1申箕善 t 2金晩植 1手向皐 t

17関丙漢 t全州李氏 4趨乗式 t 2史展到① 3金裕成① 慶州在氏 1

18関泳積① 1李鐸永 t 5越岡県t 3中泰寛 t延安李氏 1在盆主主①

19関賛鏑 t 2李容元① 6越乗盆t 4中斗善 1李道宰 t霊山洪氏

20関泳礎 t 3李乾夏 t 7趨重穆 t 5申泰観 t 2李玄翼① 1洪承穆 t

( i永T奇) 4李載克 t 8趨民照 t恩津宋氏 慶州金氏 安東権氏

*21関泳締 t 5李載昆 t 9越英照 t 1宋道淳 t 1金翰済t 1 ;催暦普 t

22関宗植 t * 6李鍾健 ti毎平ヲ士氏 2宋鍾億 t 2金台済t竹山安氏

23関i永敦 t 7李容善 t 1ヂ用求 t 3宋乗讃① i番南朴氏 1安志承t

24閲泳琉 8李晃相 t 233"容善 t 4宋敏i朱 l朴定陽① 宜寧南氏

25閲泳園 t * 9李鍾承 t 333"定求 t 5宋乗溶 t 2朴費純 l南廷哲 t

26関致憲 t 10李載徳 t 433"吉求 t牛峰李氏 南原す氏 日寧成氏

27関衡植 t 11李容泰 t 5予宇善 t 1李鏑翼 t 1手昌受① 1成岐運 t

28関景植 t * 12李根津 6予{息条 t 2李錆俊① 2手乗綬① 昌原黄氏

29関斗錆 (根滋) 733";，畢策 3李完用① 南陽洪氏 1黄香淵①

30関泳霜 * 13李敏承 t豊壌超氏 4李鏑↑生 t 1洪i享馨 t

安東金氏 14李容直① 1趨鼎九 延安金氏 2洪鍾築①

記競・ゴシックは表 1-3に同じ
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表 4-3-6 皇帝専制期における救任宮内官就任者の薫派別姓氏別構成(老論以外)

少論 坂平す氏 富平李氏 1鄭佑歎 t思川任氏 1李宋淵①

慶州李氏 1す成鎮 t 1李軒卿 t草渓鄭氏 * 1任尚準① 常陽朴氏

1李胃条 t 2す相桁 tj昆陽鄭氏 1鄭額英 t宜寧南氏 1朴錆和

2李数栄① 3手鍾永① l鄭日永 ti青州韓氏 l南杢照 t安束権氏

3李裕承t 4手 1憲t豊山{共氏 l韓奮東① l櫨在衡

4李輔栄 t大丘徐氏 1 i-it示に憲 t菅州;美氏 宗室 i青州韓氏

5李鍾弼① 1徐正淳 t平山申氏 1美友馨 t 1李載純 t 1韓型根①

6李相高① 2徐公淳① 1申檀t押海丁氏 2事事実t杷渓食氏

7李圭桓 3徐相隣① 楊州趨氏 1丁波数 t 3 李昇~ 1食箕換

豊壌趨氏 4徐臣輔 t 1超定照 t玄風郭氏 4李祉鎧 t

1趨乗弼 ti番南朴氏 海州呉氏 1郭鍾錫 (:l~鋳) 本貫不明

2趨照一 t 1朴箕陽 t 1呉長善① 5李載現 t 1窪栄夏 t

3越乗聖① 2朴斉斌 t羅州林氏 北人 6李載貨 t 2李寅条

4越乗掬 t 3朴斉環 t 1林永相 t全州李氏 7李洛磨 3李秀敦

5趨乗承 tj毎干す氏 羅州慮氏 1李勝宇① 8李載足① 4李鍾律

6趨用夏 t * 1罪雄烈 t 1慮i永敬t 2李寅轍t 9李完録 5権鍾夷

全義李氏 2すj主条 t 坂平手氏 6玄向健

1~己信魯① 3手忠求 t南 人 1ヲ可且条① 西北人 7李明潮

* 2李救献① 延安李氏 延安李氏 2す起元① 本貫不明 8李圭復

3李茂魯① 1李淳翼 t 1李蔦救① 駿興関氏 1李容捌

* 4李教喪① 2李命宰 t 2字源I圭① 1関種献 t* 2吉永沫 外国人

* 5李数昌① 龍仁李氏 3字病観 2関哲動① 1大三輪

全州李氏 1字源逸 t漢陽超氏 寧越最氏 中人 長兵衛

1李重夏 t 2李菟条 t 1趨鍾弼 t 1厳世永 川寧玄氏 2慮飛売

2李起鏑 t慶州金氏 2趨命救 t 2厳柱漢① 1玄昔運 3大江卓

* 3李套遠 t 1金詰照 t仁同張氏 慶州李氏 4加藤増雄

* 4李鳳儀 t 2金套照 1張錫龍 t 1李承載① 分類不明

5李敬夏① 高霊朴氏 2張承遠 常陽朴氏 慶州李氏

束莱鄭氏 l朴鳳彬① 全州李氏 l朴容大 t l李夏策①

l鄭寅昇 t 2朴永斗① l李根秀 t高霊申氏 2李裕寅 t

2鄭範朝① 月寧成氏 韓山李氏 l申献求① 全州李氏

3鄭聞朝① 1成大永 t 1李南珪① 菅州美氏 1李完宙

4鄭寅皐① 2成健鏑① 菅州鄭氏 1美 警① 慶州李氏

二重波線は宮内府内大臣、他の記競・ゴシックは表 4-3-Aにいlじ
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皇帝専制期における元帥府局長就任者の薫派別姓氏別構成

老論 延 H鄭氏 * 1具永租 少論 西北人 * 1巌俊j原

騒興関氏 * 1鄭膜l宰 延安李氏 全州李氏 本貫不明 新安朱氏

1関i永喚 聖子一壌越氏 1李道宰ム * 1李l!¥¥i義 1李容刻 1朱錫亮

2閲丙爽 l超束潤 港南朴氏 i毎;'1三手氏

3閲泳詰 青松沈氏 1朴斉純ム * 1手雄烈 分類不明 本貫不明

4閲}永徽 l沈相薫 千山中氏 安束権氏 l李皐均

全州李氏 水原白氏 1申箕善ム 宗室 1権重額 2金永準

牢 1李鍾健 * 1白性基 1李祉鉛 (在衡)

牢 2李根津 綾城具氏 寧越巌氏

表 4-4

元
帥
府
局
長
(
局
抱
長
)
就
任
者

A
パヨ元

帥
府
局
長
(
局
栂
長
)
就
任
者
の
薫
汲
別
姓
氏
別
構
成
を
示
す
と
、
表
4
|
4
の
と
お
り

で
あ
る
。

元
帥
府
局
長
(
局
抱
長
)
就
任
者
総
数
は
二
三
名
で
あ
り
、
そ
の
薫
抵
別
構
成
は
老
論
一
四
、

少
論
二
、
宗
室
一
、
西
北
人
一
、
分
類
不
明
三
、
本
貫
不
明
二
で
あ
る
。
比
率
を
計
算
す
る
と
、

老
論
六

0
・
九
%
、
少
論
八
・
七
%
、
宗
室
四
二
二
%
で
あ
る
。

老
論
の
比
率
が
六
O
%
蓋
で
あ
り
、
老
論
の
躍
興
関
氏
が
四
名
で
最
多
で
あ
る
こ
と
は
、
同

時
期
に
お
け
る
議
政
就
任
者
、
救
任
宮
内
官
就
任
者
の
黛
祇
別
姓
氏
別
構
成
と
符
合
す
る
も
の

で
あ
る
。
他
方
で
は
、
西
北
人
・
分
類
不
明
・
本
貫
不
明
が
合
計
六
名
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
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無
覗
で
き
な
い
酷
で
あ
る
。オぅ

わ

り

以
上
に
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
賄
を
指
摘
で
き
る

0

1
i
 

閏
氏
政
権
期
に
優
位
を
占
め
て
い
た
老
論
、
老
論
の
聴
興
関
氏
な
ど
の
有
力
家
門
の
勢

力
は
、
甲
午
改
革
期
に
は
政
府
上
層
部
で
は
減
退
し
た
が
、
宮
内
府
の
上
層
に
大
き
な
勢

ムは署理就任者

力
を
維
持
し
た
。
政
府
上
層
部
で
老
論
の
勢
力
が
閲
氏
政
権
後
竿
期
の
水
準
に
達
し
、
超

え
る
の
は
濁
立
協
合
同
改
革
運
動
期
で
あ
る
。
猫
立
協
合
改
革
運
動
期
に
は
、
宮
内
府
の
上

層
部
で
は
老
論
が
引
き
績
い
て
優
位
を
占
め
、
老
論
の
躍
興
開
氏
等
の
有
力
家
門
の
勢
力

は
完
全
に
復
活
し
た
状
態
と
な
っ
た
。
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山
皇
帝
専
制
期
に
な
る
と
、
大
臣
就
任
者
に
お
け
る
老
論
の
勢
力
は
大
き
く
な
っ
た
が
、
協
塀
等
就
任
者
に
つ
い
て
は
甲
午
改
革
期
を
下

回
り
、
救
任
宮
内
官
就
任
者
に
お
け
る
比
率
も
五
O
%
蓋
に
低
下
し
た
。
こ
の
相
反
す
る
事
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
、
五
の
凶

凶
に
お
い
て
私
見
を
示
し
て
み
た
が
、
皇
帝
の
支
持
基
盤
づ
く
り
と
の
闘
係
に
着
目
し
て
、
政
治
過
程
の
分
析
に
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
深
く
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ηδ 

内
官
就
任
者
の
う
ち
、
大
臣
・
協
排
就
任
者
と
重
複
す
る
者
の
比
率
は
、

大
臣
・
協
塀
等
就
任
者
と
救
任
宮
内
官
の
重
複
率
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

二
つ
の
こ
と
を
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
救
任
宮

二
七
・
六
%
(
甲
午
改
革
期
)
↓
二
二
・
O
%
(
露
館
播
遷
期
)
↓

三
0
・
六
%
(
濁
立
協
舎
改
革
運
動
期
)
↓
一
一
一
二
六
%
(
皇
帝
専
制
期
)
と
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
は
救
任
宮
内
官
就
任
者
の
う
ち
の
七

0
1

八
O
%
は
、
救
任
宮
内
官
の
み
に
就
任
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
を
、
宮
中
と
政
府
と
の
分
離
が
と
も
か
く
賓
現
し
て
い
る
と

み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
宮
内
府
に
多
数
の
救
任
官
が
お
か
れ
、
そ
こ
に
ポ
ス
ト
を
確
保
で
き
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ

の
主
た
る
側
面
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
②
大
臣
就
任
者
の
う
ち
救
任
宮
内
官
と
の
重
複
者
は
、
右
の
四
つ
の
時
期
に
三
五
・
五
%
↓
五

0
・
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O
%
↓
七
五
・
O
%
↓
九

0
・
七
%
と
推
移
し
た
。
そ
の
う
ち
老
論
の
大
臣
就
任
者
の
重
複
卒
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
八
・
一
%
↓
四
六
・

七
%
↓
九
三
・
五
%
↓
九

0
・
五
%
と
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
政
府
の
中
植
で
あ
る
大
臣
は
、
救
任
宮
内
官
と
の
聞
を
行
き
来

し
て
い
る
卒
が
、
濁
立
協
合
改
革
運
動
期
以
降
に
高
く
な
る
こ
と
、
老
論
の
場
合
に
そ
れ
が
と
く
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

が
こ
の
時
期
を
通
じ
て
、
こ
と
に
濁
立
協
合
改
革
運
動
期
以
降
に
お
け
る
大
臣
人
事
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
甲
午
改
革
期
以
後
」
と
稽
し
な
が
ら
、
人
事
に
閲
す
る
デ
l
タ
の
牧
集
・
分
析
に
要
す
る
時
間
の
関
係
か
ら
、
本
稿
で
は
日
露
戦
争
直
前

の
時
期
ま
で
に
検
討
を
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
日
露
戦
争
期
か
ら
「
韓
国
併
合
」
に
至
る
時
期
の
朝
鮮
に
お
け
る
権
力
構
造
の
愛
遷
に

つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
い
、
今
回
検
討
し
た
こ
と
と
関
連
づ
け
て
把
握
す
る
こ
と
が
、
蔑
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
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註(
1
)
朝
鮮
で
太
陽
暦
が
使
則
さ
れ
る
の
は
一
八
九
六
年
か
ら
で
あ
り
、

本
稿
の
封
象
と
す
る
時
期
か
ら
で
あ
る
が
、
接
績
の
便
宜
上
、
大
院

君
政
権
期
、
関
氏
政
権
期
に
つ
い
て
も
陽
暦
に
換
算
し
て
表
示
し
た
。

(
2
)
拙
稿
「
大
院
君
政
権
の
権
力
構
造
|
|
政
権
上
層
部
の
構
成
に
闘

す
る
分
析
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
九
巻
第
二
抜
、
一
九
九
O

年
九
月
)
。

(
3
)

拙
稿
「
関
氏
政
権
前
半
期
の
権
力
構
造
|
|
政
権
上
層
部
の
構
成

に
関
す
る
分
析
|
|
」
(
武
同
幸
男
編
『
朝
鮮
枇
舎
の
史
的
展
開
と

東
ア
ジ
ア
』
山
川
出
版
壮
、
一
九
九
七
年
四
月
)
、
拙
稿
「
関
氏
政

権
後
年
期
の
権
力
構
造
|
|
政
権
上
層
部
の
構
成
に
関
す
る
分
析

|
|
」
(
「
朝
鮮
文
化
研
究
」
第
二
競
、
東
京
大
亭
文
皐
部
朝
鮮
文
化

研
究
室
、
一
九
九
五
年
三
月
。
以
下
、
拙
稿
「
関
氏
政
権
後
半
期
」

と
略
す
)

0

(
4
)
拙
稿
「
閑
氏
政
権
後
半
期
」
一

O
四
1
0
五
頁
。

(
5
)
一
八
九
七
年
一

O
月
に
大
君
主
の
高
宗
は
皇
帝
に
即
位
し
、
園
競

を
大
韓
と
改
め
た
。

(
6
)

漠
城
府
判
手
は
、
一
八
九
四
年
九
月
一
一
一
日
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で

は
一
止
二
品
相
官
で
、
六
曹
の
長
官
で
あ
る
判
書
と
同
格
で
あ
っ
た
か

ら
、
復
設
さ
れ
た
判
手
は
格
卜
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同

年
七
月
二
七
日
か
ら
八
l
九
月
ま
で
の
判
書
・
判
手
被
任
命
者
の
構

成
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
首
時
の
政
権
の
構
成
に

つ
い
て
は
、
軍
園
機
務
虚
構
成
員
、
議
政
府
・
八
街
門
の
大
臣
・
協

難
生
寸
の
構
成
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
せ
る
の
で
、

本
稿
で
は
省
略
す
る
。

(
7
)

本
稿
の
扱
う
時
期
に
お
け
る
救
任
宮
内
官
の
主
な
も
の
を
列
翠
す

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

宮
内
府
大
臣
・
協
婦
、
宮
内
府
特
進
官
、
合
計
院
長
(
の
ち
曾
計

院
卿
)
、
侍
従
院
卿
、
侍
従
院
屋
街
掠
管
、
掌
櫨
院
卿
、
掌
櫨
院
少

卿
、
宗
正
院
卿
、
太
脚
色
院
都
提
調
、
太
閤
酉
院
卿
、
内
蔵
院
長
(
の
ち

内
蔵
院
卿
)
、
内
成
院
監
督
(
一
九

O
三
年
九
月
設
置
)
、
侍
従
院
秘

書
監
中
丞
、
秘
書
院
卿
、
貴
族
院
卿
(
一
八
九
七
年
一
二
月
設
置
)
、

済
用
院
長
、
小
金
章
院
卿
、
小
金
章
閤
撃
士
、
弘
文
館
太
皐
士
、
弘
文
館

皐
士
、
弘
文
館
侍
議
、
宗
廟
署
提
調
、
一
吐
稜
署
提
調
、
景
孝
殿
提
調
、

、
氷
結
殿
提
調
、
景
慕
(
円
提
調
、
洪
陵
提
調
、
奉
常
司
都
提
樹
、
奉
常

司
提
調
、
典
膳
司
提
調
(
一
九

0
0
年
六
月
設
置
)
、
向
衣
司
提
調

(
一
九

O
一
年
一
一
月
設
置
)
、
救
坊
司
提
調
(
一
九

O
二
年
四
月

設
置
)
、
王
太
子
宵
侍
議
院
信
事
ご
八
九
七
年
一
一
月
か
ら
侍
議

院
信
事
。
た
だ
し
、
一
八
九
六
年
一
月
か
ら
九
七
年
三
月
ま
で
は
奏

任
官
)
、
王
太
后
宵
大
夫
(
一
八
九
七
年
一
二
月
か
ら
明
憲
太
后
宮

大
夫
)
、
主
后
宵
大
夫
、
英
親
王
府
抱
緋
(
一
九

O
二
年
三
月
設
置
)
、

警
衛
院
抱
管
、
水
輪
院
抱
裁
・
副
抱
裁
・
監
督
(
一
九

O
二
年
四
月

設
置
)
、
平
式
院
摺
裁
・
副
抱
裁
(
一
九
O
二
年
七
月
設
置
)
、
管
理

署
管
理
(
一
九

O
二
年
四
月
設
置
)
、
餓
道
院
捜
裁
・
副
摺
裁
・
監

督
(
一
九

O
O
年
四
月
設
置
)
、
西
北
銭
道
局
掠
裁
・
監
督
・
長

(
一
九

O
O年
九
月
、
内
蔵
院
の
下
に
設
置
)
、
領
敦
寧
院
事
・
刈

敦
寧
院
事
・
知
敦
寧
院
事
・
同
知
敦
寧
院
事
(
一
九

O
O年
一
二
月

設
置
)
、
檀
式
院
長
・
副
長
(
一
九
O
O年
二
一
月
設
置
)
、
綬
民
院

掠
裁
(
一
九

O
二
年
一
一
月
設
置
)
、
博
文
院
長
(
一
九

O
三
年
一
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月
設
置
)
、
宮
内
府
内
大
臣
(
一
八
九
九
年
六
月
設
置
。
御
璽
・
園

璽
を
保
管
し
、
皇
帝
を
輔
弼
す
る
)

0

(
8
)

『
蓮
田
韓
園
官
報
』
(
亜
細
原
文
化
祉
、
一
九
七
四
年
)
一

l
一一一一切

に
よ
る
。

(
9
)

前
掲
拙
稿
「
閑
氏
政
権
後
小
期
」
一

O
六
頁
。

(
日
)
開
園
五

O
四
年
五
月
一
日
附
議
布
、
宮
内
府
布
達
第
二
競
(
『
官

報
』
開
園
五

O
四
年
間
五
月
二
日
[
一
八
九
五
年
六
月
二
四
日
]

附
)

0

(
H
)
前
掲
拙
稿
「
閑
氏
政
権
後
小
期
」

(
ロ
)
外
図
人
は
単
に
救
任
と
さ
れ
、
官
等
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
大
江

卓
は
水
輪
院
監
督
・
副
掠
裁
、
加
藤
増
雄
は
水
輪
院
副
根
裁
、
大
三

輪
長
兵
衛
は
銭
道
院
監
督
、
慮
飛
売
(
の
「
丘
中
ぐ
H
O
)

は
西
北
銭
道

局
監
督
に
就
任
し
た
。
一
九
O
三
年
一

O
月
に
欧
米
文
献
の
翻
諜
を

管
掌
す
る
博
文
院
に
救
任
待
遇
賛
議
が
置
か
れ
、
五
名
の
外
園
人
が

任
命
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
救
任
待
遇
な
の
で
、
表
か
ら
は
省
い
た
。

五
名
は
携
米
物
理
(
斗
Z
E
E
-
2
)
、
馬
太
乙
(
開
E
F
Z
R
E
)
、

戴

H
匡
(
原
語
表
記
不
明
)
、
悌
耶
安
(
]
出
c
-
C
与
口
)
、
悌
巌
敦

(

O

H

N

M
り

5
5七
円
。
口
)
で
あ
る
。

一
三
五
頁
の
表
2
0
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positively to Zheng Guanying's suggestion either, while denying Zheng their possi

ble collaboration with France. There were several concerns behind these respon

ses. Considering the economic benefits from thriving trade with China and the ex

istence of a large number of Chinese communities in Siam, forceful measures as 

proposed by France might be a source of future trouble. Therefore, it would not 

be acceptable for Siam, even though its relations with Qing China were strained 

over the question of the renewal of tribute. Moreover, Siam also feared that its 

relation with Vietnam, which had just been restored, would also be in trouble 

again and result in the deterioration of security and order in border areas between 

Siam and Vietnam. Likewise, Siam, despite a firm determination not to send trib

ute to China again and thus had started to build up defense against a possible re

quest of tribute from China by force, had to avoid an open refusal of the request 

for tribute from Qing China in order not to provoke China and Chinese communi

ties in Siam. Therefore, instead, they responded to China's request for tribute by 

stressing the friendly relations between the two. Faced with these pressures, 

Siam also tried to bring out favorable conditions for them by approaching Britain. 

Existing studies on Siamese diplomatic relations during the latter half of the 

nineteenth century and onward have emphasized the colonial threat of Western 

powers. But Siamese responses to France and China in the mid-1880s, as ex

amined in this article, indicate the significance of the relations with neighboring 

states in Asia, particularly China, and the necessity of shifting the frame of analy

sis to place Siamese relations with Asia at its center and those with Western 

powers within the contexts of Asia. 

ON THE STRUCTURE OF POWER IN JOSEON FOLLOWING 

THE PERIOD OF THE KABO REFORM 

KASUYA Ken'ichi 

The aim of this article is to elucidate the changes in the power structure in Jo

seon during the period from the Kabo Reform Ouly, 1894) to eve of the Russo

Japanese War (February, 1904). 

The author has previously examined the power structure of the Taeweongun 

:;k:[lj"Gt\" regime and the Min clan ~~regime. The method of analysis involved a 



survey of those appointed to bureaucratic offices in the upper levels of the regime, 

clarifying to which of Four Sects (Sasek Tangp'a 1m~ 1\ iJR) and clans they be

longed and calculating the ratios. As a result, the author made clear that within 

the Taeweongun regime, the ascendancy of Noron "t;~ilil, the largest faction, was 

unshaken, and that in the second half of the Min clan regime (December 1884 to 

July 1894) the ascendancy of the Noron faction became even stronger, and the 

power of the Yeohung Min .R~OO clan, which was a part of the Noron faction and 

was associated with the matrilineal side of the royal house, increased dramatically. 

In this article I survey appointees to the central government posts of Minister, 

Vice-Minister, and to the Department of the Imperial Household and analyze their 

affiliation with factions and clans. As this period was one of major political change, 

my analysis is based on distinguishing four periods: 1) that of the Kabo Reform, 2) 

that when the King resided in the Russian legation (February, 1896 to February, 

1897), 3) that of the unfolding of the Independent Club's push for reform (Febru

ary, 1897 to January, 1899), and 4) that of imperial despotism Ganuary 1899 to 

February 1904). As a result, I have been able to clarify the following points. First, 

in regard to the Noron, the power of the Noron and influential clans, such as the 

Yeohung Min, declined within the upper levels of the government following the 

Kabo Reforms, but they maintained great influence in upper ranks of the Depart

ment of the Imperial Household. The power of the Noron in the upper levels of 

government was restored to the level of the latter half of the Min clan regime 

after the Independent Club began promoting reform. During that period, the 

Noron continued to occupy positions of power in the upper levels of the Depart

ment of the Imperial Household, and the power of the influential clans in the 

Noron faction was completely restored. Second, during the period of imperial des

potism, the power of the Noron, from which ministerial appointments were made, 

increased, and the strength of the Noron in the upper levels of the Department of 

the Imperial Household grew to 50 percent. I believe this is an important factor in 

considering the foundation that supported imperial despotism. 
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